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研究成果概要 
MAGIC collaboration によって、2023 年度に査読付論文 4 編を発表した(次ページにリ

スト)。以下、本研究参加者による貢献の中から一部を紹介する。 
(1) MAGIC 望遠鏡と CTA 大口径望遠鏡初号機との同時観測性能(検出感度等)をかに星

雲を用いて評価した[2]。 
(2) ロングガンマ線バーストに分類される GRB 201216C を MAGIC 望遠鏡で観測し、

最初の 20 分間で 6.0σで検出した。赤方偏移は 1.1 であり、超高エネルギーガンマ

線領域で最遠方の天体となった。可視からガンマ線までのスペクトルはシンクロト

ロンとシンクロトロン自己コンプトン放射で説明できた[3]。 
(3) BL Lac 天体 1ES 2344+514 を 2019 年から 2021 年の長期にわたって、MAGIC 望

遠鏡を含め、電波からガンマ線で多波長観測を行い、様々な強度での性質について

調べた。観測された強度変動とエネルギースペクトルは、BL Lac 天体に従来適用

できていた、単一領域内の電子による放射モデルでは説明がつかず、複数の領域か

らの放射で説明できることが分かった[4]。 
(4) 天の川銀河中心領域を MAGIC 望遠鏡と CTA 大口径望遠鏡初号機で共同観測し、

望遠鏡３台によるステレオ観測事象を解析するパイプラインを開発し、北半球で最

高感度で観測することに成功した[5]。 
(5) MAGIC 望遠鏡 2 台と CTA 大口径望遠鏡初号機の 3 台の望遠鏡のうち、任意の 2

台の望遠鏡で同時にトリガーされた事象を取得するために、ハードウェアでリアル



タイムに望遠鏡間トリガーを発行するシステムを開発した[6]。 
(6) 2020 年 8 月から 10 月まで、ガンマ線、X 線、可視光、電波帯の観測装置で、活動

銀河核 BL Lac のフレア期間中に共同観測を行った。MAGIC 望遠鏡による超高エ

ネルギーガンマ線観測では、Fermi 衛星 LAT による高エネルギーガンマ線(HE)観
測と同時に、明るいフレアを検出した。長期間のライトカーブでは、X 線と HE ガ

ンマ線の強度は、全体的に相関を示したが、HE ガンマ線だけが明るいこともあっ

た。これら多波長の観測から、放射機構について考察した[7]。 
(7) 天の川銀河中心領域を、MAGIC 望遠鏡で、2013 年から 2020 年までの約 200 時間

観測し、暗黒物質質量 0.9-100 TeV の暗黒物質対消滅断面積の上限値を求め、20 
TeV 以上に対して従来に比べ約 2 倍強い制限を与えた[8]。 
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